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２０１４年度 公益財団法人熊本ＹＭＣＡ事業計画書 

 

第１ 事業の状況 

〔公益目的事業〕 

 青少年をはじめとする全ての世代の人々の心身の発達や人格の健全な向上を図るとともに、一人の

市民として地域社会の発展や世界の平和に寄与できる全人的な成長を促す生涯学習活動。 

＜基本方針＞ 

熊本ＹＭＣＡの公益目的事業は、「ウエルネス事業」、「子育て支援事業」、「国際理解・国際教

育事業」という３つ事業領域を中心に構成されており、次の５つを学ぶことを目的とする。 

Ⅰ 自分のいのちとみんなのいのちを大切にすること 

一人ひとり自分がかけがえのない存在であることに気付き、お互いのいのちを大切にし、生

きる力を身につける。 

Ⅱ 家族、地域のひとりとして責任があること 

人と人とのつながり、地域と人とのつながりを通して、一人ひとりが共に仕え合う責任があ

ることを学ぶ。 

 Ⅲ 世界と地球を見つめ、考え、行動すること 

お互いの違いを認め合って、一つの地球に生きるすべての人のいのちと平和、そして私たち

が生かされている自然を守るために行動することを学ぶ。 

Ⅳ ボランティア精神とリーダーシップを身につけること 

お互いに助け合い、支え合う心を育み、人々が生き生きと暮らす地域を守り育てる働きかけ

が、進んでできる生き方を学ぶ。 

Ⅴ すこやかな心とからだを育むこと 

いろいろな人との交わりと活動を体験することにより、すこやかな心とからだを育み、いつ

も喜びと希望を持ち、充実した人生を送ることを目指す。 

 

Ａ．ウエルネス事業（野外教育活動及び健康教育活動） 

１．野外教育活動 

（１）自然体験活動 

 【活動方針】 

①自然生活を楽しみ、自然に適応する能力を身につける 

②良い習慣を育て実践する 

③健康のための知識を得て、自分の身体を守る方法を知る 

④生活を豊かにする技術を学び、創造力を育む 

⑤良き友人を作る方法を学び、互いの存在と生命を尊重する心を育む 

⑥民主的なグループ経験から、社会に関わる責任感を育む 

⑦神の恵みを知り、感謝の気持ちを養う 

【活動計画及び目標人数】 

①通年野外クラス 

  1)インディアンズクラブ（宿泊を伴う野外活動） 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

月平均 ５名 １２名 １０名 １０名 ３７名 

 

  2)サタデーインディアンズクラブ（日帰り野外活動） 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

月平均 ５名 ２０名 １０名 ５名 ４０名 
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②季節野外活動 

プログラム名 中央 みなみ ながみね むさし 計 

土日キャンプ ２０名 ２０名 ２０名 ２０名 ８０名 

夏期キャンプ １１５名 １４０名 １２５名 １１０名 ４９０名 

冬期キャンプ ４５名 ８０名 ５０名 ７５名 ２５０名 

春期キャンプ ３０名 ０名 １５名 ２５名 ７０名 

合 計 ２１０名 ２４０名 ２１０名 ２３０名 ８９０名 

 

③障がい児支援キャンプ 

  プログラム名 担当部署 実施予定日 目標人数 

ポニーキャンプ 

（熊本盲学校との共催） 
ＩＣＲ ７月２４日～２５日 

生徒：１５名 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等：４０名 

コスモスキャンプ 

（日本自閉症協会熊本県支部との共催） 
阿蘇 ８月１５日～１７日 

児童：２５名 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等：５０名 

 

  ④指導者派遣   

キャンプ指導 幼稚園、保育園、子ども会等からの依頼により実施 

クラフト指導 幼稚園、保育園、子ども会等からの依頼により実施 

ゲーム指導 幼稚園、保育園、子ども会等からの依頼により実施 

野外調理指導 幼稚園、保育園、子ども会等からの依頼により実施 

 

（２）リーダーシップ養成活動 

 【活動方針】 

①ボランティアとして活動する機会を通して、共に支え合う社会づくりを目指す。 

  ②グループワークの手法を活用しながら、各々相互に成長の機会を創造していく。 

【活動計画及び目標人数】 

 プルグラム名 担当部署 実施予定日 目標人数 

キャンプリーダートレーニング 野外教育 5/25 

11/11,12 

５月開催各７０名 

11月開催各１５名 

熊本ＹＭＣＡリーダー研修会 野外教育 11/2 ３０名 

 

（３）自然環境の保全活動 

【活動方針】 

① 阿蘇市との防災協定に基づき、的石キャンプ場を用い自然環境保全活動を年間通して実施する。 

  ②未来を担う青少年の森づくりを推進するために、行政、民間団体との協働事業を実施する。 

  ③ウエルネス事業部(野外)でのシーズンキャンプで環境教育キャンプを実施する。 

 【活動計画及び目標人数】 

 プログラム名 担当部署 実施予定日 目標人数 

植林事業（森林探検隊） 

（会場：ＹＭＣＡ的石キャンプ場） 
野外教育 ４月２７日 ３０名 

環境教育プログラム 

（会場：ＹＭＣＡ的石キャンプ場ほか） 
阿蘇 

４月２７日、５月２５

日、７月２７日 

各回３０名 

延べ９０名 

熊本県青年森林協力隊推進事業 野外教育 １０月に予定 ２０名 

ＹＭＣＡエコキャンプ 阿蘇 ８月 ３５名 

九州キャンプミーテイング 野外教育 ２０１５年２月２２日 ３０名 
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２．健康教育活動 

（１）スポーツ活動 

ア．子どもスポーツ活動 

 【活動方針】 

①フィットネスを向上させます。 

②新しい技術を習得します。 

③創意工夫の涵養と気力を充実させます。 

④安全思想の理解と安全技能を修得します。 

⑤人と人との交わりを大切にします。 

⑥「思いやり」、「誠実さ」、「尊敬心」、「責任感」をすべての場面で大切にします。 

 【活動計画及び目標人数】 

  ①通年クラス 

  1)体育英語幼児園 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

月平均 ２４名 － ２２名 ２２名 ６８名 

   

2)体操 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

月平均 １３９名 ２４２名 １９９名 ２４２名 ８２１名 

 

  3)新体操 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

月平均 １４名 ２８名 ６１名 ５３名 １５８名 

 

  4)サッカー 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

月平均 ７６名 １１７名 ９２名 ８７名 ３７１名 

 

  5)水泳 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

月平均 － １０２２名 １０６３名 ９１０名 ２９９５名 

 

  6)ヒップホップ（チアダンス含む） 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

月平均 １２名 ２８名 ５２名 １３３名 ２２５名 

 

  7)その他のプログラム（ベビー体操、チャレンジキッズ、ワンコイン等） 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

月平均 ６名 １０名 ８名 ９名 ３２名 

 

②講習会 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

春期 ７５名 １０５名 １６５名 １３５名 ４８０名 

夏期 １１０名 ３６０名 ３５０名 ３２０名 １１４０名 

冬期 ７５名 １１５名 １９０名 １４５名 ５２５名 

合計 ２６０名 ５８０名 ７０５名 ６００名 ２１４５名 
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イ．発達障がい支援活動 

【活動方針】 

①ライフステージに応じた、発達障がいのあるメンバーへの支援活動 

②青年期の発達障がい者支援（A 型事業所、若者サポステへの協力） 

③発達障がいに関する基礎理解を広める研修会の実施 

④発達障がいに関する支援のネットワークを広げるための教育、医療機関との連携活動 

 【活動計画及び目標人数】 

  ①通年クラス 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

月平均 ２３名 ２１名 ３２名 － ７６名 

 

  ②講習会 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

夏期のみ １３名 ３名 ３名 － １９名 

 

 ウ．成人スポーツ活動 

【活動方針】 

  ①運動の楽しさ、習慣を身につける。 

②日常生活に必要な体力・筋力の維持、増進を図る。 

③生活習慣病を予防する。 

④医療機関と連携し、メディカルチックを積極的に展開する。 

 【活動計画及び目標人数】 

  ①通年クラス 

プログラム名 中央 みなみ ながみね むさし 計 

アクア － ○ ○ ○  

ジム － ○ － ○  

フィットネス － ○ ○ ○  

月平均 － ７９８名 １７８名 ７２３名 １６９８名 

 

  ②水泳講習会 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

月平均 － ２５名 ５名 １０名 ４０名 

 

エ．高齢者スポーツ活動 

 【活動方針】 

  ①高齢者の心身機能、および生活機能の低下を予防する。 

②要介護状態にならない、悪化させない介護予防プログラムを実施する。 

③下肢筋力を中心に機能維持、改善するプログラムを実施する。 

④医療機関と連携し、メディカルチックを積極的に展開する。 

 【活動計画及び目標人数】 

  ①メディカルチェック費用無料者（６０歳以上の参加者：人数はウ①通年クラスに含む。） 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

年間 

延人数 
－ ６０名 － ５０名 １１０名 
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（２）地域支援活動 

【活動方針】 

  ①熊本市内・熊本市近郊の小学生、保育・幼稚園児、ＹＭＣＡ水泳クラス生への「ウォーターセ

ーフティハンドブック」の無償配布 

②諸団体への水上安全講習会アピール 

③大人、保護者対象の水上安全講習＆救急法の実施 

④ＹＭＣＡ水泳教室生への「水上安全講習・着衣泳体験」実施 

【活動計画及び目標人数】 

①水の安全キャンペーン 

プログラム名 中 央 みなみ 上 通 ながみね むさし 阿 蘇 計 

水の安全ハンドブック 

配布部数 
1200 部 2500 部 30 部 2100 部 2950 部 850 部 9630 部 

配布先：小学校 １８校 ３６校 1 校 ２３校 ４２校 １１校 １３１校 

幼稚園 － 1 園 － － － － １園 

保育園 － 1 園 － － － ４園 ５園 

着衣水泳指導先 小学校、幼稚園、保育園等からの依頼により実施 

 

②指導者派遣（熊本市内及び周辺地域） 

プログラム名 中央 みなみ ながみね むさし 阿蘇 

体操指導 小学校、幼稚園、保育園、行政等からの依頼により実施 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ指導 小学校、幼稚園、保育園、行政等からの依頼により実施 

水泳指導 小学校、幼稚園、保育園、行政等からの依頼により実施 

運動指導 近隣医療機関、自治会等からの依頼により実施 

 

Ｂ．子育て支援事業 

１．幼児保育活動（ぶどうの木幼児園） 

 【活動方針】 

  ①健康で安全な生活習慣を身につけます。 

  ②遊びを通して積極的、自発的行動を促します。 

③物事への正しい理解と興味関心を促します。 

④体育、言語、音楽、造形活動を通して創造力を育みます。 

 【活動計画及び目標人数】 

  ①ぶどうの木乳児園（みなみＹＭＣＡ） 

みなみＹＭＣＡ ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳 計 

目標人数 １３名 １６名 １３名 ８名 ５０名 

 

２．アフタースクール（学童保育） 

【活動方針】 

  ①学校後の子どもたちの安全で教育的な居場所作りを行う。 

②地域のもうひとつの学校、もうひとつの家庭として子どもたちの健やかな成長の場を提供する。 

  ③学校の学童保育後の預かりも行い、共働き家庭の支援を行う。   

④「思いやり」、「誠実さ」、「尊敬心」、「責任感」をすべての場面で大切にする。 

【活動計画及び目標人数】 

  ①通年クラス 

1)アフタースクール 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

月平均 － １８名 － ２５名 ４３名 
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  2)児童絵画 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

月平均 － ６名 １０名 － １６名 

    

  ②講習会 

 中央 みなみ ながみね むさし 計 

春期 － ２０名 ３名 １０名 ３３名 

夏期 － ７４名 ９名 ４３名 １２６名 

冬期 － １０名 ３名 １０名 ２３名 

合計 － １０４名 １５名 ６３名 １８２名 

 

Ｃ．国際理解・国際教育活動（国際交流活動及び語学教育活動） 

１．国際交流活動 

【活動方針】 

①国際プログラムに参加する機会を幅広い世代に広く提供することで、アジアの課題や多文化共

生について考え、学ぶ機会を参加者は得ることができる。 

②青少年、ユース・リーダー、学生ＹＭＣＡのメンバーに国際的な活動に参加する機会を多く提

供し、体験を広く伝えていただく機会を設け、保護者、ＹＭＣＡ会員が、グローバルな視点を

持つようになる。 

③１ＹＭＣＡ１アジア運動、タイ里親運動、国際協力青少年育成年末募金など熊本ＹＭＣＡ独自

で行っている国際協力活動を広く伝えることで、熊本の地で様々な方々がアジアを身近なもの

として捉えることができる。 

 【活動計画及び目標人数】 

  ①海外派遣    

 プログラム名 担当部署 実施予定日 参加予定数 

タイワークキャンプ ＩＣＲ ８月１９日～２８日 １０名 

タイスタディツアー ＩＣＲ ８月１９日～２４日 ５名 

ミャンマー・モガウンＹＭＣＡ訪問 みなみ ３月までに実施予定 ３名 

インドネシア・メダンＹＭＣＡ訪問 上通 ８月２６日～３１日 ２名 

東ティモールユースワークキャンプ ながみね ９月（計画中） ３名 

カンボジアスタディツアー むさし ３月（計画中） ３名 

 

  ②海外受入 

 プログラム名 担当部署 実施予定日 受入予定数 

ICCPJ海外キャンプカウンセラー受入 

（ICCPJ：インターナショナル・キャンプ

カウンセラー・プログラム） 

阿蘇／ 

上通 

７月１４日～８月１４

日上通：阿蘇研修前後の

約 1週間 

２名 

環境教育ツアー（香港の大学生） 上通 ６月１１日～１８日 １７名 

 

  ③国内交流 

プログラム名 担当部署 実施予定日 参加予定数 

広島ピースセミナー ＩＣＲ ８月４日～６日 ５名 

ＰＨＤ協会研修生との交流 ＩＣＲ １月１５日 １０名 
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２．語学教育活動 

（１）国際理解を深めるための外国語教室 

 ア．子ども英語教育活動 

【活動方針】 

①キャラクターディベロップメントを取り入れたレッスンを通しての人格形成 

②グループワークによる基礎的なコミュニケーション能力の育成 

③アルファベットと基礎的フォニックスを中心とした英語力の習得 

④挨拶、クラスルームイングリッシュ、基本単語の習得 

【活動計画及び目標人数】 

  ①Ｚｏｏクラブ 

 中 央 みなみ 上 通 ながみね むさし 計 

月平均 １３名 ３２名 １１名 １９名 ２３名 ９８名 

 

  ②子ども英語クラス 

 中 央 みなみ 上 通 ながみね むさし 計 

月平均 ４０名 ２２２名 － １３５名 １３４名 ５３２名 

 

イ．成人語学教育活動 

【活動方針】 

①ボーダレス社会で役立つ、実用的な語学力を養成します。 

②多様性と違いを受け入れるこころを大切にした教育を行います。 

③世界の人々との対話を深め、共に生きることを目指します。 

【活動計画及び目標人数】 

  ①英会話クラス 

 みなみ 上 通 ながみね むさし 計 

月平均 ３６名 １５９名 １３名 ３６名 ２４４名 

 

  ②目的別クラス       ③世界のことば 

 上 通   上 通 

月平均 ９名 月平均 ６１名 

 

（２）国際理解を深めるための日本語教室 

【活動方針】 

①外国人のためのクラスルームコミュニティ形成の場と機会の提供 

②実用的な語学力の養成(生活、日本語検定対策) 

③ボランティアを通して日本人会員との交流を促進する 

 【活動計画及び目標人数】 

  ①生活日本語クラス     ②日本語教師養成クラス   ③日本語学校（短期留学コース） 

 上 通   上 通   上 通 

月平均 ３名 月平均 ３名 月平均 ９名 

 

 

 

 

 

 



 

- 8 - 

〔収益事業等〕 

１．宿泊及び料飲に関する事業（阿蘇ＹＭＣＡ） 

【活動方針】 

①青少年の全人的成長を願い、教育キャンプ、グループワークを通して参加者の人格形成、向上

に寄与する。 

②研修施設、宿泊施設とし、環境教育、野外活動、スポーツ活動等の生涯学習を通して交流を深

め、多くの人々が交わり成長する活動を推進していく。 

【活動計画及び目標人数】 

 宿泊利用者 飲食提供者 合計 

月平均 ２６６名 ３１０名 ５７６名 

 

２．指定管理施設受託及びそれに附帯する事業 

（＊福岡県大牟田市所有の多目的活動施設「リフレスおおむた」の管理運営） 

【活動方針】 

  ①市民の文化、スポーツ及び教養の向上並びに青少年の健全育成のための野外活動の充実を図る

とともに、広域的な住民の交流の場を確保し、もって生涯学習の振興に資する。 

  ②四ケの自然とテクノパークという産業空間の中で、多くの人が出会い、自然体験等の野外活動、

スポーツ活動、文化活動、宿泊生活体験活動等の生涯学習活動を通して交流を深め、ゆとりの

中で生きる力を育むことのできる、環境に優しいふれあいのある施設として活動する。 

【活動計画及び目標人数】 

① 主催事業 

・ ヨガ・健康体操教室             １０名（毎週） 

 ・ 成人陶芸教室                １６名（９月、１０月、１１月） 

 ・ 親子陶芸教室                ３６名（５月・６月・７月） 

・ 親子ものづくり教室             ２０名（１２月） 

・ 親子苔玉教室                １５名（３月） 

・ クライミング指導者講習会          １５名（１月から全８回） 

・ 女性教養講座教室              ２０名（１０月・１１月） 

・ こつこつゆうゆう体操教室          １５名（９月・１０月） 

・ 親子クッキング教室             １０名（１月・２月） 

・ 陶芸サークル発表会             ５０名（３月） 

・ がまだす隊（野外活動クラブ）        ３０名（月例） 

・ なんでもやる隊（野外活動クラブ）      ３０名（月例） 

   ・ 野草を食べよう              １１０名（４月） 

・ 星空観察会                 ６０名（８月・２月） 

・ ほたる観察会                ４０名（５月） 

・ 野外活動指導者講習会            １５名（５月・６月） 

・ アウトドアクッキング教室          １０名（２月、３月） 

 ②施設利用（主催事業以外） 

1)宿泊利用 

 屋内利用者 ｷｬﾝﾌﾟ場利用者 合計 

月平均 ２３２名 ５６名 ２８８名 

 

2)日帰り利用 

 キャンプ場 和室 体育館 

月平均 ３９７名 ５５４名 １２６３名 
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 ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｳｫｰﾙ 料理室 研修室 

月平均 １９８名 ４６８名 ５９３名 

 

 音楽室 創作室 交流室 

月平均 ３３名 １７７名 １３２名 

 

３．不動産の貸付に関する事業 

①中央ＹＭＣＡ及び阿蘇ＹＭＣＡの土地の一部を学校法人熊本ＹＭＣＡ学園に貸与 

1)中 央 熊本市中央区新町１－３－８の土地のうち、４６１㎡を貸与 

2)阿 蘇 阿蘇市車帰の土地のうち、１９１９．８㎡を貸与 

 

４．自動販売機手数料事業 

①各施設に設置している自動販売機の手数料収益 

1)中央 ７台 

2)みなみ ５台 

3)ながみね ３台 

4)むさし ５台 

 

 

 


